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1.1倍の希釈系列も判別可能
リアルタイムPCRでは困難な低濃度域でも
高精度で測定可能

高精度

コントロールを用いた検量線作成が不要
エンドポイント測定で増幅効率の影響を低減

絶対定量

微量な遺伝子発現の定量も可能
0.001％レベルのレアミューテーションも検出可能

高感度

環境DNAの測定
微生物・病原体の検出
がん研究におけるレアミューテーションの検出 など

幅広い活用例

-絶対定量を実現する次世代のPCRシステム-

◼ このようなお客様にお勧め: 

• がん研究, 治療耐性のモニタリングに

• 海洋、河川、排水などの環境水、土壌に含まれる微生物などのご研究に

• 通常のリアルタイムPCRより高感度のデータを取得したい方に



まずはWebsite (QRコード/下記URL) からお問い合わせください。

デジタルPCR (Droplet Digital PCR) 解析
デジタルPCRは従来のリアルタイムPCRに比べてはるかに高精度、高感度に定量を
行う新しい技術です。絶対定量を行うデジタルPCRは第3世代のPCRと言われてい
ます。

デジタルPCRはリアルタイムPCRと全くコンセプトが異なり、サンプル中のDNAを1ウェ
ル当たり20,000個のドロップレットに分配してPCR増幅を行います。ターゲット遺伝
子を含むドロップレットでは増幅により蛍光シグナルがポジティブとなり、ターゲット遺伝
子を含まないもしくはサンプルDNA自体を含まないドロップレットではネガティブとなりま
す。ポジティブのドロップレット数を蛍光により直接カウントすることで、サンプル中のター
ゲット遺伝子濃度を絶対定量します。

ユーロフィンジェネティックラボではドロップレットを自動調製するDroplet Generator
を導入しているため、多検体を再現性良く測定することが可能です。
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以下は一例です、世界中のユーロフィングループラボによる最適ソリューションをご提案します。まずはお問い合わせください。

検体提出から解析までの流れ

①抽出・
品質評価

②条件
検討

③デジタル
PCR解析

④データ
報告

◼ 解析データ例

【受入サンプル】
•全血(EDTA採血管など), 血清, 血漿
•組織, 細胞
• FFPEブロック, 未染スライド
• DNA, RNA
•対象水域から採取した水
•対象地域の土壌から採取した土
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